
− 56 − − 57 −

��������������� 

 

理学部（主に生物学科及び地球科学科）の学生は，所定の授業科目の単位修得により，学芸員の任

用資格を得ることができます。本学部の学芸員課程では，博物館に関する知見に加え，理学部で学ん

だ専門知識を生かし，博物館において研究・教育・資料管理に従事することができる人材の養成を目

的としています。 
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博物館におかれる専門的職員で，博物館資料の収集，保管，展示及び調査研究その他これと関連

する事業について専門的な職務に従事します。 

 

２������������ 

学芸員となる資格は，博物館法第５条第１項により，学士の学位を有する者で，大学において文

部省令で定める博物館に関する科目の単位を修得することによって得ることができます。 

 

３�「博物館���る科目」���� 

学芸員任用資格を得るためには，博物館法施行規則（昭和 30 年文部省令第 24 号）第１条に規定

されている「博物館に関する科目」のすべての科目・単位（９科目１９単位）を修得し，大学を卒

業することが必要となります。 

法令で定める「博物館に関する科目」（下表（A）欄）に対応する岡山大学での開講科目は（B）

欄のとおりです。学芸員任用資格取得を希望する学生は，本学の定めるところにより（B）欄の「博

物館に関する科目」の単位を修得してください。ただし，他学部開講科目が多いことから，所属学

科の時間割と重複することも想定されますので，計画的な履修を心掛けてください。 

また，今後授業科目等が変更となる可能性もありますので，掲示には十分注意してください。 

 

（A）法令で定める科目 
（B）岡山大学における対応授業科目 自然系 

博物館実習

履修要件
授業科目名 単位 開講学部 配当年次 

生涯学習概論 生涯学習社会論 ２ 教育学部 ２～ ○ 

博物館概論 博物館概論 ２ 文学部 ２～ 必修 

博物館経営論 博物館経営論 ２ 文学部 ２～ ○ 

博物館資料論 博物館資料論 ２ 文学部 ２～ ○ 

博物館資料保存論 博物館資料保存論 ２ 文学部 ２～ ○ 

博物館展示論 博物館展示論 ２ 文学部 ２～ ○ 

博物館教育論 博物館による学習支援 ２ 文学部 ２～ ○ 

博物館情報・メディア論 博物館情報・メディア論 ２ 文学部 ２～ ○ 

博物館実習 自然系博物館実習 ３ 理学部 ３～  

計 計 １９    
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「自然系博物館実習」の履修資格は，上記３の表「博物館実習履修要件」欄の科目に関し，以下

の条件を満たしていることが必要です。 

 

 

 

なお，「自然系博物館実習」の履修にあたっては，別途「履修希望願」を提出する必要がありま

す。手続の詳細は掲示により通知します。 

・「博物館概論」（２単位） 

                        の 計８単位 を修得済であること 

・ ○印の授業科目のうち３科目（６単位） 

 

２１．教育職員免許状の取得方法

本学部の学生で，教育職員免許法及び同法施行規則によって定められたところの科目及び単位を修得し

た者は，次の免許状を取得することができます。

なお，中学校教諭の普通免許状の授与を受けようとする者は，特別支援学校において２日間，社会福祉

施設において５日間の計７日間の「介護等の体験」が義務づけられています。【原則として２年次もしく

は３年次に体験します。なお，詳細については，１年次２月上旬（予定）に掲示により通知します。】

Ⅰ 免許状の種類及び免許教科

学 科 免 許 状 の 種 類 免 許 教 科

数 学 科 中 学 校教 諭一種免許状 数 学

高等学校教諭一種免許状 数 学，情 報

物 理 学 科 中 学 校教 諭一種免許状 理 科

高等学校教諭一種免許状 理 科，情 報

化 学 科 中 学 校教 諭一種免許状 理 科

生 物 学 科

地球科学科 高等学校教諭一種免許状 理 科

Ⅱ 免許状を取得するための単位修得方法

別冊子「教員免許状取得ガイド－平成 24 年度入学者用－」を参照。
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２４．修学支援組織

１．学 科 長

学科長は各学科を代表する教員であり各学科のすべての関係事項について責任をもっています。

学生は，退学，休学，身上異動，単位修得，就職等，学生生活全般において，学科長の指示を受

けることができます。

平成２４年度学科長

数 学 科 筧 知之 教授

物 理 学 科 野原 実 教授

化 学 科 門田 功 教授

生 物 学 科 富岡 憲治 教授

地球科学科 千葉 仁 教授

２．担任教員

学生は学科長と同様に担任教員（４年次にあっては，課題研究指導教員）の助言・指導を受ける

ことができます。

なお，学生は各自の考えによって担任教員以外のどの教員の助言・指導を受けてもかまいません。

平成２４年度入学生 担任教員

数 学 科 大下 承民 准教授

物 理 学 科 村岡 祐治 准教授

化 学 科 唐 健 准教授

生 物 学 科 竹内 栄 准教授

地球科学科 中村 大輔 准教授

３．保健管理センター

岡山大学には，体調が悪くなったときや，怪我をしたときの応急手当などの受診ができる保健管理セ

ンターという附属機関が設けられています。保健管理センターは診療所の登録をしている医療機関で，

内科・精神科の医師，保健師，看護師，臨床心理士，栄養士，検査技師などが常駐しており，学校

医（皮膚科，耳鼻科，婦人科，整形外科，歯科）の協力もあり，健康診断のほかに，「からだ」や

「こころ」の健康相談なども行っています。岡山大学の学生は，無料で利用することができます。

大学生活を楽しく健やかに過ごすために，ぜひご利用ください。

４．学生支援センター学生相談室

学生相談室では，専任教員やカウンセラー，相談協力委員の教員，ピアサポーター（学生ボランティ

ア）が，心の悩みや葛藤の相談に応じています。

津島キャンパスには以下の相談窓口があります。安心してご利用ください。

学生相談室 （一般教育棟Ｃ棟１階 086-251-7169）E-mail：nayami@cc.okayama-u.ac.jp
何でも相談窓口 （一般教育棟Ａ棟２階 086-251-7182）

　測量士補は測量法によって定められた国家資格であり，基本測量又は公共測量に従事
する作業を行うために必要となります。平成１６年度以降入学の理学部地球科学科卒業生
は，測量士補の資格が取得できます。

　測量士補の資格取得には，以下の科目から４０単位以上を修得して，地球科学科を卒業する
ことが要件となります。

授業科目 単位数

現代地球科学Ⅰ 2 ○

現代地球科学Ⅱ 2 ○

基礎地球科学実習 1 ○

地球情報処理論 2 ○

基礎微分積分学Ⅰ 2 ○

基礎微分積分学Ⅱ 2 ○

現代数学要論Ⅰ 2 ○

現代数学要論Ⅱ 2 ○

基礎物理学Ⅰ 2 ○

基礎物理学Ⅱ 2 ○

基礎物理学実験 1 ○

★ 地質図学実験 1 ○

顕微鏡岩石学実験Ⅰ 1 ○

顕微鏡岩石学実験Ⅱ 1 ○

地球物理学実験 1 ○

★ 測量地理情報学実習 1 ○

基礎岩石学 2 ○

地球発達史 2 ○

固体地球物理学 2 ○

地球化学熱力学 2 ○

大気物質循環論 2 ○

地球惑星内部物理学 2 ○

変成論 2 ○

地球物質反応論 2 ○

地球内部物性論 2 ○

地震波動論 2 ○

大気物理学 2 ○

火成論 2 ○

地球変動論 2 ○

★ 地形学 2 ○

★ 地球統計学 2 ○

地球流体力学 2 ○

地質調査法実習 4 ○

地球物理学演習 1 ○

地球科学巡検Ａ 1 ○

地球科学巡検Ｂ 1 ○

地球科学巡検Ｃ 1 ○

　ただし，測量士補となるには，国土交通省国土地理院に登録申請を行うことが必要です。
　※測量士補の登録手続については，国土地理院にご確認ください。

      国土交通省国土地理院ホームページＵＲＬ：  http://www.gsi.go.jp

要件単位数

40

★の科目は必ず修得すること。

２３．測量士補の資格について
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